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深海調査研究船「かいれい」及び海洋地球研究船
「みらい」の船内ネットワークの構築について

越智 寛＊1　志村 拓也＊1

網谷 泰孝＊1　古田 俊夫＊2

平成９年度に相次いで就航した「かいれい」「みらい」には，船内ネットワークシ

ステムが構築された。本システムは，各観測機器で観測されるデータに対して，同一

の時刻・船位等の航海データを用いて記録されるようにすることを目的とする。各研

究室及び居室には，船内ネットワークへの接続ポートを設置し，さらにネットワーク

プリンタの整備も行ったことにより，各研究者が持ち込むコンピューターや観測機器

をネットワークに接続して利用することも可能となった。また，クルーズレポート作

成等に利用するための，航跡図や海底地形図等を乗船研究者に提供するために，デー

タベースシステムを構築した。

キーワード：LAN, 電波航法装置，データベース，電子メール

Local Area Network  System on Deep-sea Research Vessel
"Kairei" and Oceanographic Research Vessel "Mirai"

Hiroshi OCHI*3 Takuya  SHIMURA*3

Yasutaka AMITANI*3  Toshio FURUTA*4

New  local area  network  (LAN)  systems  were  installed on  the deep-sea  research vessel

"Kairei" and  the oceanographic  reseach vessel "Mirai"  this year. These  systems  were  de-

veloped  for the purpose  of recording observed  data  using identical navigation  data  such as

time  and  the ship's position by  each observation  equipment.  Also, connection parts (hub  or

adapter  port) to the LAN  system  were  installed in the cabins and  all laboratories, to con-

nect computers  and observation equipment  which were brought  in by  researchers. In addition,

network  printers were able to be used from  any port on the ships. Moreover,  the database  sys-

tems  were  developed  and  installed on  the ships. These  offer outlines such as contour  maps

and  track charts  for the convenience  of  the researchers who  want  to utilize them  for  the

making  up  of  their cruise reports.
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１　はじめに

深海調査研究船「かいれい」（総トン数4,628ton, 全

長105m ）が平成９年４月に，及び海洋地球研究船「み

らい」（総トン数8,672ton, 全長128.58m) が平成９年10

月に就航した。

両船とも，船内の各所に様々な観測機器が配置されて

いる。各観測機器で取得される観測データを有効活用す

るために，これらの観測データに対して，時刻や船位，

船速などの基本データを統一することが重要である。こ

のため，「かいれい」「みらい」では，船内ネットワーク

システムを構築した。電波航法装置がＧＰＳから生成する

ＵＴＣ時刻・船位・船速等を，すべての観測機器が使用

することにより，統一を図った。さらに，クルーズレポー

ト等の作成用に，これらのデータの概要を乗船者に提供

するための，データペースを構築した。また，両船はほ

ぽ同じ時期に建造が行われたため，船内だけでなく２船

間においてもデータの互換性及び操作性の統｡－をとれる

ように，ハードウェア・ソフトウェア共にできるだけ共

通化するように構成した。

各 研 究 宣 に｛j ハ ブ を ．研 究 員 ， 「 か い こ

う」譟縱鯛員 ，船長 。欄間萇 ，通信長の

居靈に10BaｓａyIのポートを用意してい

る。

10陂)pS ツイストペアケーブル
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本稿では，両船に構築された船内ネットワークシステ

ムの概要について報告する。

２　ネットワーク構成

各船のネットワーク構成の概要を図１に示す。「かい

れい」「みらい」両船のシステムは，基幹ネットワーク

に100Mbps  (Mega  bit/sec) の高速伝送規格を採用し，

支ネットワークには10Mbps の伝送規格を採用した。ケー

ブルは基幹・支ネットワーク共, UTP カテゴリ５のツ

イストペアケーブルに，銅箔を巻いて外来雑音対策を施

し，アジロ外装によって強化したケーブルを配線した。

（写真１）

2.1　基幹ネットワーク

基幹ネットワークのプロトコルは, 100VG/ AnyLAN

を用いている。 100Mbps の高速の伝送規格を満たすプ

ロ フヽコルには，他にFDDI  (Fiber Distributed Data In-

terface), lOOBase/T 等がある。 ＦＤＤＩは，光ファイバ

上の通信プロトコルであるが, 100VG / AnyLAN 及び

各研究室にはハプを，上甲板に設置可能な

コンテナには108g ●汀のボートを．研究

員 ．乗組 員の全居窒に10Q･･･ｅ,Ｔのポートを

用意している．

図１　ネットワーク構成概要図

Fig. 1　Schcmatic diagram ｏｆ network system

10QMbpS ツイストペアケーブル

10Mbps ツイストペアケーブル

その他の ケーブル

｢かいれい｣

"Kairei"

その他のケーブル

｢みらい｣
"Mirai"
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写真1 ネットワークケ由ブル

Photo 1 Twisted pare cable 

写真3 壁付けRJ45アダプタポー ト

Photo 3 RJ45 adapter port 

lOOBase/Tは，光ファイノてではなく. 10Base/Tと同 じ

ツイストペアケープ、ル上の通信フ。ロトコルである。支ネッ

トワーク と同じケーブルを用いて100Mbpsの通信を行

えるので.将来的に支ネット ワークを高速化したい場合

でも，ケープルを張り替える必要がない。また，100Base 

ITは，アクセス制御方式にCSl¥1A/CD (Carrier Sence 

Multiple Access with Collision Detection :搬送波感

知多重アクセス/衝突検出)を使用している。 これは，

ある端米が，データを送信しようとした時にケーブル上

の搬送波をチェックし.搬送波が検知された場合には，

j A M S T E C R， 37 (1 998 ) 

写真2 ネッ トワーク機器 (右上 :100VG/AnyLANjレート

ハプ，左よ:12ポー トプリヅジングハフ¥左下:スイ ッ

チングハプ)

Photo2 Network connection equipment. (じpperr.:ght : 

100VG/ AnyLAJ:¥ root-hub.じpperleft; 12 tort 

bridging hub. Lower 1eft: Switching hub.) 

写真4 ネッ トワークサーバ (fみらい」)5インチ:v1Oディ ス

クドライブがCPUの上に， 10GBハードディスアレイ

が机の下に配置されている

Photo 4 Network server of “rv汀RAI".5 inch MO disk 
drive is put on the CPU. 10GB hard disk 

array is put under t.h・o I'.~ hlp. 

各ノードで持っている乱数によって生成された遅延時間

分だけ待ってから，再度アクセスを行うという方式で，

いわば.早い者勝ちのアクセス制御方式である。この方

式では， ネッ〉ワークの負荷により，データ送信の待ち

時間がまちまちになる。これに対して.100VGI AnyLAN 

は，アクセス制御方式にDemandPriority方式を用い

ている。この方式では，ハブが各ポート に一定のJ!I~番を

付け，この順に送信許可を与えるむこの許可は，実際に

送信要求をしている端末にのみ与えられる c 一定時間後

に，必ずすべての端末からの送信要求をチェ ックするの
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で，データ送信の待ち時間の最大値が保証される 1)。本

船のように，リ アルタイムのデータ伝送が，混在してい

るようなネット ワークにおいては，大きなメリットとな

る。以上のような理由により， 100VG/ AnyLANを採用

した。

基幹ネッ トワークの中心となるルートハフ。は，アンリ

ツ製のDN7130(16ポート)を使用している。また， 4 

カ所にスイッチングハブ(アンリツ製:DN7400A2)を

使用し，そこへ支ネットワークを接続することにより負

荷の分散を図った (写真2)。 さらに，後述する最も処

理負荷のかかる，ネットワークサーバ及びネットワーク

補助サーバは，支ネットワークを通さず， 基幹ネットワー

クに直接接続し， ネットワーク負荷を軽減すると共に，

処理のボトルネックとならぬよう配慮した。

2.2 支ネットワーク

支ネットワークには， 10Base/Tを採用した。これは，

一般に使用されているネットワークカードが，10Mbpsの

Ethernetに対応しているためである。 100VG-AnyLAN

との接続に使用するハプ、をスイッチング動作するものに

し，さらに，カスケード接続をする可能性のない部分に

ついては，ブリッジングハブを配置することにより，ネッ

トワークトラフイツクの軽減を行っている。

ハブは，写真2に示したよう な，アライドテレシス社

製の16ポートハブ (CenterCOM3016TR)及び12ポー

トブリッジングハブ (CenterCOMSB3012TR)を使用

している。これらのハプを各研究室に配し，ネットワー

ク機器の接続を可能にしている。 また，写真3のように

各居室にRJ45アダプタポートを設置し，居室からでも

ネットワークにアクセスが可能である。

さらに両船では， 基幹ネッ トワークも含めて配線はす

べて二重になっており，ケーブルに障害が発生した場合

には，予備線に切り替えることにより，継続して運用が

可能となるように構成している。予備線への切り替えは，

写真1のように先端にコネクタが付いているので，この

コネクタを差し替えるだけでよい。

2.3 ネットワークサーバ・ネットワーク補助サー

ネットワークサーバの写真を写真4に示す。CPUに

PA7200をイ吏用したHP9000/J210をネットワークサーバ

として使用 しているc ネットワーク補助サーバも，全く

同じ構成のワークステーション(以下WSと言う)を使

用しており，万が一ネットワークサーバに障害が発生し
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た場合には，自動的に切り替えて全システムのサーバと

しての運用を継続する。これらは，ネットワーク 上で共

有するファイルが多数書き込まれており ，アクセス数が

最も多いので， 通信速度がシステムのボトルネックとな

らないよう ，100VG/ Any LANのネットワークカードを

搭載し直接基幹ネットワークに接続した。

また，ネッ トワークサーバ及びネッ トワーク補助サー

バは， DNS (Domain Name System)サーバでもある。

ネットワーク管理者が， 船内のすべてのネットワーク機

器をDNSに登録することにより， IPアドレス・ホスト

ネーム等の重複を避けられるよ うにしている。また，各

船のIPアドレスは，ク ラスBであるので，ネ ットマスク

は， 255.255.0.0となる。

3 電波航法装置

GPS (Global Positioning System)衛星を用いた航

法システムを電波航法装置と称している。「かいれいJ

の電波航法装置の構成図を図2に 電波航法装置ラッ ク

及び中央処理部WSの写真を写真5に示す。 GPSによる

本船位置の測位を元に，各種航法支援用の計算を行い，

基本情報を作成して 船内ネットワークに送出する。

「かいれいJについては， DifferentialのGPSが装備

されており，通常のGPSに比べて1桁精度の良い測位が

可能である。

この電波航法装置の船橋に設置されている部分は， 一

つのハブに集線されている。このハブとネットワーク と

の接続を切り放すことにより，電波航法装置単独で動作

が可能となっており 船内ネットワークに障害が発生し

た場合でも，航海自体には支障を与えないように構成さ

れている。

船内で使用する時刻は 電波航法装置上でGPSにより

得られるUTCを正しい時刻とし，各WS.観測機器はこ

の時刻に内部時計を合わせる。また，各観測機器が記録

するデータは，電波航法装置で作成されるSOJフォーマッ

ト(後述)中のUTCを用いて記録されるので，すべて

のデータの時刻が統一されている。

また，各観測機器の内， RS-232Cで，データの入出力

を行っている機器がある。これらについては，ターミナ

ルサーバ(写真6)を用いて，RS-232CとEthernetのプ

ロトコル変換を行い 船内ネットワークへ接続している。

ターミナルサーバを通してのデータの入出力の船内ネット

ワーク側の制御は，電波航法装置中央処理部が受け持つ。

電波航法装置で表示される.航跡表示，流向・流速表

示の例を図 3，図4に示す。

JAMSTECR， 37 (1998) 
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図2 電波航法装置構成関「かいれいJ
Fig.2 Schematic diagram of hybrid navigation system of “Ka.irei ，. 

写真6 電波航法装覆 (rかいれいJ)
左;中央処理部モニタ，中央上 .ネットワークプリン

タ.中央棚下 :ヰ央処理部CPU，右:電波航法装置

ラック(ラック右側!の上から 3番目と 5番目のパネル

は， ラY イファ レンシャルGPSのデコーダ)

pコho例to5 Hybr吋idt瓜iavl屯ga.凱tionsysωm of '“'Ka出lre引i
Lefれt: M刈r10ni此i此tora.nd k@yboa.rd. Upper c~mtGr : 

1¥ etwork printer， Lower center : .:vlain proces-
sor of hybrid navigation system， Right: La. 

ck. (Right side of tIle lack， 3rd and 5th panel 

frorn uppor sidu are differentia.l GPS decoder.) 
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写真6 ターミナルサーバ

Photo 6 Termina.l server 
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図3 電波航法装置，絶対航跡、甑面表示例

Fig.3 The absolute tacking window on hybrid navi-

gation system 

4 SOJフォーマット

各船において，時刻・船位等の基本データを統一化す

るために， 1秒ごとに更新される基本データファイルを

SOJフォーマットファイルと呼んでいる。このファイル

のフォーマットを表1に示す。このファイルは，電波航

法装置が作成し，ネットワークサーバ上に毎秒更新して

書き込まれる。このファイルは，ネットワークサーバの

/lan/ anyディレクトリ下にt soj.datというファイル名

で置かれている。各観測機器は，この250バイトのファ

イルをNFS(Network File System)により読み出し，

必要なデータを取り出す。観測機器が読みに行くことに

より.観測機器側の必要な間隔でデータを取得すること

ができ，かつネットワークの負荷を軽減することができる。

また，各研究者は，持ち込んだ観測機器にこのデータ

を取り込みたい場合は， 10Base/TのEthernetにNFSで

接続できる環境を用意し，必要な間隔ごとに， soj.dat 

というファイルを読み込むプログラムを作成することに

より可能となる。なお t soj.datファイルは毎秒更新さ

れて凶るので，プログラム作成にあたっては， soj.dat 

ファイルに対する“open".“read" ，“wri~e 
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図4 電波航法装置，流向流速画面表示例

Fig.4 The water current speed and direction window 

on hybrid navigation system 

の一連のシーケンスは，最大0.02秒で終了するように取

り決められているので.注意が必要である。

5 船内接続機器

5.1 接続されている観測機器

ネットワークに接続されている主な観測機器には，以

下のようなものがある。

① マルチナロービーム音響測深器

② 音響航法装置

③ 船上重力計

④ 船上三成分磁力計

⑤ 曳航式プロトン磁力計

⑥ XBT 

⑦ 「かいとうJ操縦装置 (fかいれいJ)[音響航

法装置経由]

③ XCTD， XCP (1みらいJ)

③ 音響式流向流速計 (rみらいJ)

⑬総合海上気象観測装置 (fみらいJ)

⑪ 表層生物環境モニタリング装置(了みらいJ)

⑫ PC02分析装置 (fみらいJ)

JAMSTECR， 37 (199B) 



表 1 SOJファ イルフォーマット

Table 1 The forrnat of SOJ file 
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デ一歩1殉 アイテム Lー 内容 川卜Z 例 外 虫主
J- レコート勺L__J固定 。
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13 区制り記号 .1;;イ副疋 11 361 1 40 
， 。。。。 2 11!;"j)fGPS(I)SiiHOOP 1 5 37センサがロランCのとき、注 1 41 

15 区司!り妃号 1 42センサがロヲンCのとき、浸 1 42 EVN 房吉
1612 1~7-~~ 3 1 f!/fj)<GPS(I)8iiìl!l~ítj，it ft 1 2 43センサがロランCのとき、注1 43 4 

171. II&IlIりl記号 11 45 44 5己CD
.1 嘩11 ILAT 1 121 46通常10̂.4-stまでの分 :と し i~ はOとす b

191 . 11&t)Jり記号 21 58 

123・35.12345E τ曹LORτNE亨--苗一軍一 131 601通常10'.4-stまでの分解舵と し I自1:'0とする
21 'Xe!号 21 73 
22Sc: 17'- rヘッ F 31 7 
231HYB 17'-')1't!ンサ 31 7 門 GPl :gpsl/LC1 ;loranCl/0S_;doppler.sonar/AOC;adcp 

24 孟 JEe!母 11 8 

~:I~H I~~~H^ l~jl!~~dIW;waterll: invalid 1 ~I ~~Lhーデー?・T・ __.........J.. 
51 831船場り官/す 乃とき ~膚fJ)河〈流速となる

271. II&Wり記号 11 88 
デ-')1センサ 31 891H、 1 ;自pstlLC1:loranCl/0S :doooler.sonar/ADC;adcロ

29 区t7Jりii!号 11 92 

~?I~u _ 1~J5^r-1^ I~:p.r?~~~;waterll; jnvalid I ~ I ~L~ ー÷言.t7¥ -o，t ..... .':IIIft;> >-~r ̂  
31 ∞UR 51 94直豆旦主ニヱ き、 JIt" fJ)~~湖町ζ~ -Q
32 1り記号|コンマ l定 相

13V 5苛蕊苛冨ーZZ 110 14・9 9351101 
151. 112!:t)J 1) Xi!~ I:J / .fMA: 1 11 106 
161V r-F̂  IV:validll:invalid 1 1107 
1713'i<l <l H 門、 51 108 

381. 11&IlIIJlCj} 113 
391T: デー !ヘッダ 114 
401V !i¥温4干4A IV:validll:invalid 1 11 116 

41・伯尚 直lコ豆ン一マ-固定 6 117|人カテ宮小数点限下(l)ffiftが不足のときはOが入る
421. 11& III 1 Jle!号 t123

4:v L12 4 r -PZ1124  

4判4 |直コンマ固霊4 51区 E号 1 132
4610: 17'-11ヘッダ 21 133 
471P Fー ンザ 1135 
481. 11& ij] 1 Jle!号 |コンマ l定 11 136 
491V :l{(~7-~^ IV;va11<l/1:lnvalid1137  

119999.9 I~"'F安菱石 UE ケr司，門 m] 1 71 138 
|コ 3定 1 145

IA: 17'-11ヘッダ 固定 21 146 
531V 町停長4Z 1 148 

541999M t圧 際司菅
551. 1附 jり記号 11 155 
5 6VlV;、 1 156

之駒王国' 川酎 Eロ閣t官ン-マ-一-町一- 3一157セン，からのデ同タ1>'l1li弘、ときλペ スで埋回llめ止ら-のnれ・Aる3i• 一割 a引旭l帽ω0。1l亘亙'ー
Wlw・ 2161 13 

6削01'除V 9931116634 12.31 01 0.01 .12 

6~I， 1 1&1lI 11ic~ [:J/.IaIA: 1 11 1671 I _1.2L X ・0.1
631999 lli.iZ ImX<tJl¥illm/sl 1 4 16801XI  X-1  

64 川I真区主主周柑切1 ・11c!号 1 1721 1 _ 1 XI X -00.1 
651999 1.1lI.向 317 3+123.4XI X ・0012

661. II&IlIり記号 11 1761 1 +012.31 xl xl X 
67199.9 1.JJ.¥iZ 1 ~x-tJl\ìlrm/sl 1 41771 1 _+0.1XI XI X 

68 L奴 Iì~号 11 1 41-+1XI XI X 
69|R: 17'ータヘッダ 21 182 はスペースを憲lする

70|V IA IV:validll:irwalid 1 11 184 州主，れ主る主。

71199.9 1m.両，......官--ME・ 4 185 センサからのテ ・タ 1f.~\ときスベ スで
721. Il&tJJlJie'5 I:J /，，，~~ 1 11 189 

731V 18M.Ar-1A IV;validll:invalid 1 119C 

7419.99 芸書 41 191センサからのテ・タが無いときスペースで埋められる。
751. II&IlI '11己号 1 195 
761・ F-rヘッダ 2 196 

77 V [市P存C蓮S首Z百予Zーす型一A 1 V:validll:invalid 1 11 198 
781鍋飢ω わvコもン1…マ眠 71 制199セμサか与のデ タtf鯨いときスペ スで狸められる.

IH: 17'-11へyダ 21 207 
|V IGPS;J;IIAj-mV:valid，l:invalid 1 1209 

!<!・<l<l同 Q 害V;val警idil;i監nvai 6210 8 31216  

841V 11 217 センサからのデ-11が無いと きスペースで1霊め られる。型地定 61 21 
861. I l&tJJ lllê~ I :J/.~Æ: 1 11 224 
871V ，T' -'̂T-1̂1 V:vaJidil:invalid 1 1 ?25 

881.99999.99 門事薗 |川コmJVGン2a1マbJiM固-定'''' 9 ?26lセンサからのデ・9が無いときスペースで埋められる。
391. 11&1lI1;記号 11 235 
3OIV IOS)，j-9A IV:validtl:invalid 1 1 236 
31123.4 1 iltf'il I 1 51 237 

921. II&IlIり記号 匡歪 11 242 
93112.3 l ilt41  243 

例 区IlIIHe号 ヨCRτ.L亨F菌室 11 247 
951 <OO><OA> 111-~ _:t.育-問112248  

ト~250
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表2 研究者が利用可能なコンビュータ一一覧「かいれいJ
Table 2 Computers List of “Kairei" 

樋 買リ 織 4量 台叡 OS メーカー I主置喝所

HP90001Cll0 HP・UX10.l0 HP ドライラボラトリ
ワーヲステーション HP90001Cl10 HP・UX10.l0 HP 宣カ富十室

SPARCStation2由 1 s。畑町s2.5.1 SUN ドライラボラトリ
FMNDes融PowerTp20 1 日本信WI帽。ws95富士通 パソコンルーム

，マーソナルコンヒ:'.1-~- FMNDeskPow斬 Tp20 1 英樋Wind。哨95 富士通 パソコンルム
(デスヲト γ プ~イプ} Power Macintosh 

演字TAlK7.5950012ω 3 めple パソコンルーム
l 

5.2 研究者利用可能コンビューター

船内には，乗船研究者が利用するための， WS，パー

ソナルコンピューター(以下PCと言う)が設置されて

いる。表2，表3に「かいれいJrみらい」に設置され
ているコンピューターの一覧を示す。

WSは， C.FORTRANの各コンパイラがインストール

されている。また， HPのWSについては，電波航法装置

のグラフィックス機能がインストールされており，航跡

や風，潮流等のデータを見ることが可能である。

PCは， rかいれいJでは，デスクトップ型のWindows
95機を 2台(内 1台は英語版)とMacIntoshを3台パソ

コンルームに設置している。

「みらいJでは，ノートブック型のWindows95機を

9台(内3台は英語版)ネットワーク管理室で保有して

おり，乗船者の要請に合わせて貸し出すようになってい

る。また，これとは別に船内情報表示用PCを7台用意

し，貸し出せるようにしている。

「みらいJrかいれい」共t Windows95機には，日本語
Windows95上で、動作する，ワードプロセッサMS-Word

と表計算ソフトウェアMS-Excelをインストールしであ

る。

表3 研究者が利用可能なコンビュータ一一覧「みらいJ
Table 3 Computers List of “Mirai" 

樋 sIJ a 樋 台数 0$ メカー 役場所

HP 9000lC 18011 00 Hp.UX10.20 HP デー歩処理室
ワーヲステーション Uitra.l 1 $0Iari$2.5.1 SUN ドライラボラトリ

Alpha Station 225 4/300 OpenVMS6.2 DEC ア 世処理室
パーソナYレコンビュー~- メビウスMN7750 6 日本絹Windows95シャープ ネ yトヴ ヲ管理室
(ノートブッヲ9イプ} テクラ730XCTD 3 英語削除d脚 595 )1('を * ';rトヴーク管理:1:

研究者 ネットワーク管狸者

ネットワーク管理者に緩続の申締 ホスト名.IPアドレスをDNSに登録

ホスト名 .IP7'ドレスの通知
「かいれいJ
Windows95畿の場合

コンビューターにホスト名， IP7'ドレス，.
DNSサーバ.ドメイン名を設定

fかいれいj
Windows95俊の場合

Nlprintのインス卜ール

コンビュータの再忽動

「みらいj
Windows95様の治会

ワークステーション.
Macintosh の場合

ネットワーク11筑での使用開始

Nlprintの配布 VisionFSの政定

VisionFS環境への
l∞in名.パスワードの通知

図5 研究者持ち込みのコンビューターの船内ネットワークへ

の接続手順

Fig. 5 Connection Procedure of Users Computer to 

5.3 研究者持ち込みコンビューター Ships LAN 

各研究室には，ハブが用意されているほか，各居室に

も10Base/Tのポートが用意されており t 10Base/Tの

Ethernetカードを持っているコンビューターを接続でき

る。乗船研究者が，各自のコンピューターを船内ネット

ワークに接続する場合，図5の手順で行う。船内ネット

ワーク上では，航海データや，観測機器のデータカ雫在・

更新されているので，すべてネットワーク管理者の指示

に従い，無断でのアクセスは絶対に行わないことが最も

重要なルールである。データを必要な研究者が，効率よ

く参照できるようにするために，研究者各位が，ほかの

ユーザに影響を与えないように接続することが，求めら

れる。

「かいれい」ではt Windows95あるいはMacintosh

PCからほかのファイルを参照するためには，各PCで，

62 

NFSt ftp等のソフトウェアをインストールしであるこ

とが前提になっている。「みらいJでは，接続している

Windows95 PCが多いので，ネットワーク管理者の作

業量を軽減するためt VisionFSという， Windows95機

からNFSを利用するためのソフトウェアを導入した。こ

れはt UNIXサーバ側(ネットワークサーバ)で， Win-

dowsのファイル共有環境をエミュレートし t PC側での

ソフトのインストール・設定をなくすような環境にする

ものである。ネットワークサーバにユーザ登録をするこ

とにより，ファイル参照と，次項で述べるプリンタの利

用を簡単に行える。 MacintoshPCでは， rかいれいJ
と同様にt ftpソフトウェアがインストールされている

ことが要求される。

J A M S T E C R; 37 (1998) 



5.4 プリンタ

船内には，ネットワーク接続され，乗船者が自由に使

用するためのプリンタが設置されている。(表4，表 5) 

モノクロプリンタは， A3サイズまでイ吏用できる，

FUJI XEROX社製のLaserPress 4150PS 1Iにメモリ，

ハードディスクを増設したものを設置している。また，

カラープリンタ は， A4サイズの，ソニーテクトロニク

ス社製の350Jを設置している。これらはすべて，ポス

トスクリプトプリンタである。

Macin tosh PCからは， EtherTalk環境に設定し，セ

レクタを開けば選択可能となる。

Windows95機からは， rかいれいjでは，プリンタサー
ノてソフトウェアあるいは， Personal MacLANのよ うな

AppleTalkエミュ レーションソフトウェア等を用意して

アクセスする。「みらいjでは， VisionFS環境を起動 し

てプリンタに接続する。ネットワークコンピューターフォ

ルダをたどっていくことにより，各プリンタにアクセス

可能である。

表4 プリンタ一覧 「かいれい」

Table 4 Network Printers of “Kairei" 

4量 開リ 設置場所 利用対象

無線区画 ネットワーク管理者・航海士用

調査指鐸・計算機室
モノクロページプリンタ

パソコンルーム

ドライラボラトリ 各ユーザ周

カラーぺージプリンタ
調査指鐸・計算縫室

ドライラボラトリ

表5 プリンタ一覧「みらいJ
Table 5 Network Printers of “Mirai" 

種 耳リ 設置渇所 利用対象

船僑 ネットワーク管理者・航海士用

ネットワーク管理室 ネットワーク管理者用

司E務部事務室

コピー室
モノクロページプリンタ

データ処理室

係留ブイ調書E室 各ユーザ周

研究員(20，21)前

第3甲板保税康前

カラーページプリンタ データ処理室

JAMSTECR， 37 (1998) 

6 データベースシステム

両船には，クルーズ、レポート作成等のために，船上で

取得されたデータの概要を検索引用するためのデータベー

スシステムが構築されている。本システムは，ネットワー

クサーバ，ネットワーク補助サーバにイ ンス トールされ

ている。データペースエンジンにはOpenINGRESVer. 

1.2を，検索したデータの図化にはIDLVer.4.0を使用し

ている。

データベースシステムの構成図を図6に示す。

ネットワーク補助サーバにも同ーのシステムがインス

トールされており，ネットワークサーバに障害が発生し

た場合にもデータの検索に支障を来さないよう構成され

ている。データベースに登録されているデータは，ネッ

トワークサーバからネ ットワーク補助サーパに定時的・

自動的にコピーされる。 (これをデータの ミラ ーリング

という。)したがって，ネットワークサーバの負荷が重

く，応答が悪いような場合には，ネットワークサーバが

プライマリで動作している場合でも，ネ ットワーク補助

サーバにアクセスすることによりデータの検索が行える。

ただし，データのミラーリングはある一定時間ごとに行っ

ているので，データを登録した時間によ っては， 一部の

データが参照できない場合があるこ とに注意しなければ

ならない。

各観測繊器での観測
漫ぴデータ収録

lデータの登録 |

データベースサーバ
(ネットワークサーバ)

登録データの
ミラーリング

各ユーザからのアクセス
{最大5ユーザ)

データベースサブサーバ
(ネットワーク補助サーバ)

各ユーザからのアクセス
(最大5ユーザ)

図6 データベースシステムの関係図

Fig.6 Relation of the Database System 
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¥海洋科学技術センター内
各電子メールクライアント

表6 ネッ トワークサーバへのデータ出力一覧

Table 6 The list of data transmission from obserbation 
equipments to networkserver 

船舶通信用電子メールサーバ
(UUCPメールサーバ)

海洋科学技術センター
電子メールサーバ

インマルサットA: 5，600bps 

海洋科学技術センター陸上システム

N-Star : 4，800bps 

1船上各電子メール
クライアント

( rかいれいJム-アス

1
l
l
l
J
シ

M
イ
一
船

ド
サ
一

E
J
'
v
-

J
f

↓一
子
吋
一

電
口
一

上
川
一

船
い
一

• 

-・・・
-・

08に期、、?れる主aヂータ向害 Onli帽・i;J 。何t.lno・S遍
4- ‘. ~ ワークザー川に

畠事与 (1&圏内1.108にU量帥§れaいl RS232・cNFS その他 FTP NFS ，，，‘て唱曲されるヂータ
RS'22 

電壇a寝泊瞳圏 *~値圏 o sω 

-・眠揖“置 濁曲目帽怯・ー置明骨組・ !U完1*・掴水艦傍1. 。 鰍跨ヂータフ7'イルトラボ:-
マルチナc.・ピーム 湾臨槍肺データ 。 c SOJ(直下水量的み}官'制覇帽 (0岬岡ヂ属夕、直下務理圃l ソケ yト申祖師
..式決向調咽11 満開演壇データ • • of川崎極通フvイル
XDT 水珊・'"温 。...スト崎町77'イル
XCP 位置・本軍・水温・浪軍ベクト"・ • ..守スト4・11)フ，イル浪竃Zラー
XCT。 水i!II'ホ温・竃割伝道・喧 • ...スト・11)フ，イルCTO 水斑.*温・i且骨 • ...Aト悔の"J'1イルプロトン/三匝骨磁力11金智力個 。 SOJ 

ーヵ11 量力情 ~ SOJ 

.宕潟止'"量眼測値置 '"温・週贋・'"圧'画置・日嗣量・ • sω 絶対且向皿温
圏直生楠1111. 聞眉水温・塩骨 • sω モエタリング領置
風向凪珊酎 絶対鳳同震温 I帽封風向風通3 * SOJ 

*温It ..水量 • SOJ 

〈マ ヲ;みらい=.、かいれい=脅、高揖-0>

[みらいJ) シス

データの登録

すべてシステム管理者が行う。

6.1 

データの登録は，

表6に示されている項目についてデータテム管理者は，

の登録を行う。

図7 電子メールシステム

Fig.7 Schematic diagram of the e-mail system データの検索6.2 

当を受けることにより，船内，船外との電子メールの交

換が可能である。各船舶より船舶電話 (N-Star:4，800 

bps)あるいはインマルサットAC5，600.bps)により ，海

洋科学技術センターのメールサーバと，ダイヤルアップ

UUCP接続される(図 7)。陸側から見ると，各船は，海

洋科学技術センターの電子メールシステムにぶら下がる

登録されたデータの検索は，船内各ユーザが行う こと

ができる。CPUは，すべてネットワークサーバ及びネッ

Xwindow環境をイトワーク補助サーバを使用するが，

ンストールし，rloginカ吋吏用で、きるコンピューターであ

れば.10Base/Tのノードに接続することにより，船内

のどこからでも使用することができる。検索したデータ

システムが持っている図化フォーマットに従って図

化することが可能である。また，検索したデータをファ

iま

は「かいれいJ

は“user@mirai，

「か

形になる。船内ユーザ聞のメールでは，

“user@kairei，kairei"， rみらい」
IIlirai"というアドレスで使用し，陸宛のメールは，

このファイルをイルに保存することが可能であるので，

各自でデータを加工することも可能である。利用して，

いれいjは“mailgw!user%jamstec.go.jp"，iみらいj

は“mailgx!user% jamstec.go.jp"というアドレスで使すべてシステム管理者が行

データの削除

データの削除については，

6.3 

用する。また，陸上から船宛のメールは，“user@kairei. 各クルーズごとにデータはすう。特に要請のない限り，

と及び“user@mirai.jamstec.go.jp"

いうアドレスになる。

jamstec. go.jp". べて入れ替えることになる。システム管理者は，各クルー

ズが終了した時点で，データベース内のデータをDAT

通常運用では，陸上との接続は，船舶側から接続する

その時点の船舶メールサーバ内の電子メールこととし，

ネットワークサーバ及びネットワー

ク補助サーバ内のデータをすべて削除する。なお，

にJ ~ ッ クア ップし，

陸上メールサーバの電子メーを陸上のサーバに転送し，

ノてッ

陸上のデータベースに蓄積すクアップされたデータは，

ルを船舶メールサーバに取り込む。また，船舶メールサー

バからの接続は，あらかじめ設定された時間に自動実行

オペレータが任意のタイ ミングで実行する

る。

されるほか，

ことが可能である。を装(HP製WSHP9000/715)

電子メールシステム

両船ともメールサーバ

7 
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通信長から船内用のメールアカウントの割備しており，
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8 おわりに

本稿では，深海調査研究船 [かいれいj及び海洋地球

研究船「みらいJ上に構築された船内ネットワークシス

テムについて紹介した。本システムが，よ り効率の良い

観測と船の安全運行のために有効に利用されることを期

待する。

JAMSTECR， 37 (1998) 
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